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1． はじめに 

近年，建設現場における作業の合理化や，木製型枠作成の際ラワン材を大量に消費するため，環境保護の

観点から従来の型枠工の見直しが求められている．そこで埋設型枠に関する種々の検討が行われるようにな

った．しかし，埋設型枠は従来の型枠に比べコストが高く，様々な付加価値が要求される．その一つに，耐

荷力の向上が挙げられる．はり部材の曲げ耐力への影響については，既往の研究 1)，2)でその補強効果が報告

されているが，埋設型枠によるはり部材のせん断耐力への影響については検討事例が少ないというのが現状

である．そこで，本研究では，埋設型枠のせん断補強効果を検証することを目的とし，はり供試体の曲げせ

ん断試験を行った． 

2． 実験概要 

供試体寸法および載荷方法を図－1 に示す．プレキ

ャスト供試体は幅 170mm の RC はりの両側面に厚さ

15mm のプレキャストパネルをエポキシ樹脂系接着剤

で接着している．なお，当初プレキャスト供試体は，

先に作成したプレキャストパネルを両側面に配置し，

その間にコンクリートを打設する形で作成した．しか

し，後打ちのコンクリートと高強度モルタルの乾燥収

縮量が異なったこと，パネルと本体のコンクリート間 

の付着が不十分であったことから，パネルが本体から剥離し 

た．したがってエポキシ樹脂系接着剤を用い，供試体を作成 

した．また，プレキャストパネルは支点と載荷点の部分を削 

り，荷重が直接かからないようにした．供試体は，比較用の 

RC はりを 1 体，プレキャストパネルを有する供試体を 5 体の 

計 6 体とした．プレキャストパネルを有する供試体は，高強 

度モルタル製のパネルの供試体(以下モルタルと呼ぶ)が 1 体， 

高強度モルタルのパネル内に補強材とし

て金網を有するもの(以下金網と呼ぶ)を

2 体，金網入り高強度モルタルパネルで

目地を有するもの(以下金網＋目地と呼 

ぶ)を 2 体とした．金網は Φ3.2mm で

50mm 目のものを用い，目地部には端部 

から 400mm の位置に厚さ 2mm のアクリ 

ル板をはさんでこれを目地とした． 

 

 

キーワード：埋設型枠，せん断耐力 

連絡先：〒615-8540 京都市西京区京都大学桂 TEL 075-383-3321 FAX 075-383-3324 

  
圧縮強度

(MPa) 
曲げ強度

(MPa) 
引張強度

(MPa) 
弾性係数

(MPa) 

コンクリート 44.5 4.6 2.8 28379 

モルタル A 103.7 13.7 - 40255 

モルタル B 108.1 12.9 - 37033 

  断面積(mm2) 降伏強度(MPa) 引張強度(MPa)

主鉄筋 198.6 376 586 

金網用鉄線 7.783 623 - 

300  650650

1600

1300 150150

主鉄筋(D16)

50 50

50

400

50

400

50

170

パネル

200

50

400

200

スターラップ(D10)

50

30 30

(mm)

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-1113-

5-557



3． 実験結果および考察 

 すべての供試体は最終的にせん断破壊に至った．曲

げひび割れ発生荷重 Pcr，引張鉄筋降伏荷重 Py，終局荷

重 Pu を表－2 に示す．ただし，Exp./Cal.は Puの実験値

を計算値で除したものである．終局せん断破壊荷重 Pu

の算出には，土木学会コンクリート標準示方書 3)の式

を用い，強度の大きいモルタルパネルは内側のコンク

リートとの強度比だけ厚いものとして全体を均一な強

度として扱い，金網は通常のせん断補強鉄筋として計

算した． 

 RC，モルタルパネルの供試体については Pu の実験

値と計算値がほぼ等しくなったが，金網入りの供試体

については計算値が実験値と比べ，非常に大きくなっ

た．これより，供試体側面の高強度モルタルがせん断

補強材として機能していることがわかる．また，パネ

ル内の金網はある程度のせん断補強効果を有するが，

内側のコンクリートとモルタルパネルの付着不足や，

側面に金網を配するだけでは拘束力が弱いために，通

常のせん断補強筋のようには機能していないことがわ

かる．目地の影響については付着状況や供試体寸法の

誤差による数値のばらつきがあるが，せん断耐力低下

の要因となると考えられる． 

荷重-変位関係については，図－2 に示す．RC とモ

ルタルを比較すると，最初はモルタルの変位がマイナ

スになっているが，これは偏心が原因と考えられる．

そして 100kN あたりから RC とモルタルの傾きが等し

くなり，ほぼ同じ挙動になっている．このことから，

高強度のモルタルのみからなる埋設型枠は，供試体の

耐力は増すものの，剛性にはほとんど影響を与えないものと考えられる．次に，金網 B，金網+目地 B の結

果より，金網が剛性を増し，また，目地は剛性に対してマイナスに作用すると考えられる．  

4． まとめ 

埋設型枠を側面に配置した際の耐力増加は，高強度モルタルについては，ほぼ計算通りのせん断補強効果

が得られた．金網については，耐力増加，破壊性状の両面からせん断補強効果は見られるものの，単純にせ

ん断補強筋と考えた場合ほどの補強効果はなかった．目地を有するものについては，終局状態において目地

を持たないものに比べ耐力が小さくなった．また，目地部はそこから曲げひび割れが発生し，その周りには

ひび割れが生じにくくなる，誘発目地のような働きをする． 
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表－2 実験結果 

  実験値 

供試体名 Pcr(kN) Py(kN) Pu(kN) 
Exp./Cal.

RC 89.3 327.1 361.3 1.01 

モルタル 101.2 327.2 399.7 0.996 

金網 A 113.3 367.4 420.5 0.803 

金網 B 106.7 376.2 451.1 0.856 

金網＋目

地 A 
110.8 357.8 396 - 

金網＋目

地 B 
101.7 365.5 436.7 - 
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図－2 荷重-変位曲線 
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